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要要約約  

COVID-19の影響により、2020 年 4月、日本政府から緊急事態宣言が発令され、こ

れまでの生活様式が大きく変化した。そのような中、大学は対面授業から遠隔授業

中心の授業形態となり、学修環境が大きく変わることになる。玉川大学は、春学期

オンライン中心の授業であったが、9月から始まる「体育」授業は、対面授業と Web

実技のハイブリッド型授業を実施した。最終的には、体育祭集中練習から体育祭当

日まで、感染症対策を十分に行うことで、感染者を出すことなく、授業を終えるこ

とができた。また、今回の「体育」授業を通して、あらためて対面授業の大切さを

再認識した。 
 
11.. ははじじめめにに  

玉川学園は、1929 年の創設より体育祭を実施し

ており、今年で第 92 回の大会であった。創設者の

小原國芳は、全人教育を教育理念に掲げ、人格形

成には「真・善・美・聖・健・富」の 6 つの価値を

調和的に教育することが必要だと考えた 1）。「健康

な精神は、健康な肉体に宿る」という言葉を残し

たように、心身の両面から体育教育を考え、その

手段としてデンマーク体操や体育祭を学園創設時

から伝統的な行事としている 2）。 
今年は、COVID-19 の影響により、学校教育も

大きな変革を余儀なくされた。2020 年 4 月に、日

本政府より緊急事態宣言が発令され、大学の授業

は、オンライン授業やオンデマンド授業といった

遠隔授業となり、学生と対面で行う授業が全く出

来ない状況となった。例年、9 月から行う「体育」

は、体育祭集中練習と体育祭に参加する授業であ

る。春学期は、実技科目もすべてオンデマンド授

業であったが、6 月頃から体育教員中心に議論を

重ねた結果、感染症対策を十分にとることで対面

授業が大学より許可された。体育祭当日は、競技

種目は中止となり、各ディビジョンごと集団体操

の発表のみで、例年とは異なる体育祭となった。

また、台風の影響で、2 日間の順延となったが、無

事に終えることができた。 
本研究では、COVID-19 流行下において、実技

科目である「体育」を、体育祭集中練習から体育祭

当日まで振り返り、今後の「体育」の在り方につい

て再考するための一資料とすることを目的とした。 
 

２２．．今今年年度度のの「「体体育育」」ににつついいてて  

（（11））授授業業参参加加者者ににつついいてて  
 授業参加者は、教育学部 1 年生ならびに他学部で

教育職員免許状を取得する学生であった。各学部の

参加者数は、表 1 に示した通りである。 

 

学部学科 男 女 総計

文学部 国語教育学科 33 20 53

文学部 英語教育学科 40 23 63

農学部 生産農学科 29 9 38

工学部 ｿﾌﾄｳｪｱｻｲｴﾝｽ学科 3 0 3

工学部 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｴﾝｽ学科 26 12 38

教育学部 教育学科 112 136 248

教育学部 乳幼児発達学科 2 79 81

芸術学部 芸術教育学科 7 18 25

総計 252 297 549

表1．令和2年度「体育」参加者数

単位（人）

*
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図 1．令和 2 年度「体育」授業予定表 

  
（（22））体体育育祭祭集集中中練練習習  
 体育祭の集中練習は、「3 密」を避けるために、対

面授業とWeb実技のハイブリッド型授業で実施した。 
①①対対面面授授業業ににつついいてて  

対面授業は、COVID-19 の影響により、様々な配

慮が必要となった。授業当日は、図 1 の授業計画の

通り、男子、女子ともに 4 グループごとに分け、体

育館で練習する人数を 70 名程度に抑えた。例年は、

大体育館を使用し、午前中に男子、午後に女子が練習

していた。今年度は、グループを細分化したため、男

子は大体育館、女子は記念体育館と、場所を 2 カ所

に分けて練習を行った。また、教育学部の 1 年生は、

4 月から遠隔授業が中心であったため、初めて大学へ

来る学生が多くおり、事前に玉川学園のマップを資

料で添付し、学生へ周知した。 
 感染症対策として、大体育館、記念体育館へ入る前

に、手指消毒、健康チェック表と検温、タフパッドで

出席を確認した。ここでも、「密」を避けるために、

テーブルを 4 カ所に設置し、受講学生を分散させて、

確認作業を行った（写真 1）。各施設へ学生が入った

後、荷物を指定した場所へ置かせ、その後、3m 間隔

に印をつけた場所へ整列させ、体操の練習を行った

（写真 2）。体操の練習中、マスクの着用は、学生へ

任せ、外しても、着けていても、どちらでも良いこと

とした。体操の練習後、次のグループとの入れ替えが

必要であった。大体育館では、両サイドの非常口から

練習していたグループを退出させ、次のグループと

の接触を避けた。記念体育館は、出入り口の扉を指定

し、練習が終わった学生は、地下のピロティから退出

させた。また、退出する際に、体育専攻の補助学生が、

手指消毒するとともに、フロアの消毒作業を行った

（写真 3、4）。最初は、時間がかかる場面もあったが、 
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写真 1．大体育館へ入る前の感染症対策 

 

 
写真 2．学生が整列した風景 

 

 
写真 3．練習後に手指消毒している様子 

 

 
写真 4．フロアの消毒作業 

回数を重ねるに従い、作業が効率的に進むようにな

った。 
 
②②WWeebb 実実技技ににつついいてて  
 Web 実技は、BlackBoard を使用したオンデマン

ド授業であった。今年度の「体育」は、対面授業のグ

ループを細分化したことで、練習時間数が足りなく

なり、それを補うために、全 7 回の Web 実技を実施

した。Web 実技の流れを図 2 に示した。まずは、予

定表を示し、各グループ、どの時間帯で Web 実技を

実施するか、学生へ周知した。実技の動画は、体育祭

集中練習が開始する前に、男子体操と女子体操の動

きを授業担当者が撮影して準備した。また、撮影した

動画は、容量の問題や体操の動きを部分練習できる

ことを考え、動画を 3 分割して配信した。学生は、

動画を視聴しながら体操を練習した後、「Web 実技の

実践報告書」へ、その日に学習した体操の動きや主体

的な感覚、体操した感想をまとめ、BlackBoard から

提出した。 
 
（（33））体体育育祭祭当当日日  
 体育祭は、10 月 10 日（土）の予定であったが、台

風の影響で順延となり、10 月 12 日（月）の開催と

なった。今年度は、競技種目はすべて無く、各ディビ

ジョンの集団体操の発表となった。表 2 のように、

各ディビジョンの男女をバランスよく午前と午後に

分けて、演技を行った。大学生は、女子が午前、男子

は午後に登校し、演技と他のディビジョンの体操演

技を見学した。 
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図 2．Web 実技の流れ 

 

 
図 3．体育祭当日の登校ルート 
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図 2．Web 実技の流れ 

 

 
図 3．体育祭当日の登校ルート 

 
 

                           

 
 

 
写真 5．体育祭当日の様子 

 

 
写真 6．大学生が見学する場所 

 
 

体育祭当日は、体育祭集中練習で 4 グループに分

かれていた学生が、全員出校するということで、感染

症対策も、細かく設定した。まず、学生の登校ルート

は、児童、生徒と重ならないよう、事前に設定し学生

へ周知した（図 3）。登校時間は、グループごと分散

登校させ、手指消毒、健康チェック、検温、タフパッ

ドでの出席が密にならないよう工夫した（写真 5）。
また、見学する場所については、学生同士が集まらな

いよう、マーカー等、目印となる物を置いた（写真 6）。
午前、午後の部が終了後、再度、タフパッドで 2 回

目の出席をとったが、こちらもグループごと時間差

で行った。体育祭当日は、時間に余裕があり、感染症

対策も余裕を持ちながら、対応できた。 
 
３３．．「「体体育育」」ののハハイイブブリリッッドド型型授授業業ににつついいてて  
 今回の「体育」は、COVID-19 流行下において、

初めて行う実技科目のため、事前の感染症対策には

苦労があった。特に、約 550 名の学生に対して、体

操指導の方法、感染症対策、練習環境、学生入れ替え

の動線など、準備の段階で体育教員が知恵を出し合

い、実践した。その結果、COVID-19 の感染者を出

すことなく、体育祭を終えることができた。体育祭終

了後、参加学生に提出してもらった感想文から、「体

育」の授業に学生がどのような気持ちで参加し

午前の部 午後の部

　1．大空の下で　（幼・4～5年生） 　5．体操部演技　（6～12年生・大学生）
　9:40～ 　13:00～
　2．棒体操　（9～12年生男子） 　6．大空の下で　（1～3年生）
　10:20～ 　13:30～
　3．”基（MOTOI）”　（大学生女子） 　7．ボール・徒手体操　（9～12年生女子）
　11:00～ 　14:10～
　4．Swing & Wave　（6～8年生男子） 　8．”基（MOTOI）”　（大学生男子）
　11:40～ 　14:50～

　9．Swing & Wave　（6～8年生女子）
　15:30～

表2．第92回体育祭プログラム
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ていたか考察したい。 
 表 3 は、学生の感想文で、多くみられた言葉をま

とめたものである。学生全体としては、「体育」の授

業を通して、「達成感・一体感」、「コロナ」といった

言葉が多くみられた。COVID-19 が流行している中、

参加した学生同士、体育祭へ向けて体操を一生懸命

に練習し、本番で発表できたことは、皆で 1 つのこ

とを成し遂げた達成感があったようである。男子学

生は、「体力向上・健康」といった言葉が多くみられ

た。学生は、COVID-19 の影響で、家で閉じこもる

ことが多く、運動不足や生活習慣の乱れから体力低

下を感じていた。しかし、「体育」の授業を通して、

運動習慣ができ、あらためて運動や健康の大切さを

認識していた。男子学生の体操は、強壮性を高める演

目である。山田ら 3）4）の報告によると、男子学生を

対象に「体育」授業前後で体力要素の変化を調べたと

ころ、上体起こし、背筋力といった体幹部の筋力向上

が示唆された。男子学生の感想文に、「腕立てや腹筋

などが鍛えられてこの授業を行う前より体力も筋力

もついたなと感じました。」といった記述が多くみら

れたことからも、短期間の練習においても身体的な

変化を感じられた男子学生が多くいた。一方、女子学

生は、「不安」、「楽しかった・良い経験」といった言

葉が多かった。「不安」の要素としては、「初めて大学

へ行く」、「初めて友達に会う」といった環境的な面

と、「体操が上手くできるか」といった体操の技術的

な面といった内容であった。最初は、慣れていない体

操練習で緊張していたが、徐々に笑顔が増え、充実し

た時間を過ごせたようである。さらに、大学 1 年生

は、「友達」といった言葉が、男子学生、女子学生と

もに多くみられた。巻末に掲載した資料 1 と資料 2
は、大学 1 年生の感想文の一部を引用したものであ

る。やはり、4 月から遠隔授業が始まり、画面上でし

か友達と話すことが出来ず、寂しさや孤独感を感じ

ていた新入生が多くいたようである。今回、「体育」

の授業で友達に会うことができ、大学へ入学した実

感や幸福感を感じている様子がみられた。僅かな期

間であったが、新入生にとって対面での実技授業は、

大きな価値があったようである。 
 今回、体育祭集中練習から体育祭を運営する中で、

あらためて対面授業の大切さを実感することができ

た。教師と学生が、同じ場所でお互いに体を動かしな

がら対話することは、体育教育においてなくてはな

らない要素である。学生が、1 つの目標である体育祭

へ向かい、集団で体操の動きを磨きながら、人間関係

を築いていく。また、教職を目指す学生にとって、体

育祭を実施する意味 5）を感じられた行事であったの

ではないか。オレロップ創立 100 周年の年で記念行

事は中止となる中、COVID-19 流行下でも体育祭が

開催できたことに大きな意義があろう。次年度も、今

回実施したような授業形態や感染症対策を基本とし、

「健」の教育的価値を忘れずに「体育」授業を実践し

ていきたい。 
 
 
謝謝辞辞  
今年度の「体育」授業は、例年よりも練習回数が増え

ただけでなく、準備の段階から様々な面において苦

労があった。そのよう環境下においても、お手伝いい

ただいた非常勤講師の三橋先生、上田先生、補助学生

の体育専攻 3 年生、4 年生、感染予防対策に奔走して

いただいた事務職員の方、さらには慣れない環境下

で体操練習や感染症対策に協力してくれた参加学生

など、体育祭に携わった多くの人のおかげで、

COVID-19 の感染者を 1 人も出すことなく、無事に

終えることができた。皆さんにこの場を借りて深く

感謝したい。 

全体 1年生 全体 1年生

体力向上・健康 96 56 56 40

達成感・一体感 59 36 53 40

不安 27 12 71 55

緊張 26 20 33 30

感謝 27 20 14 8

コミュニケーション 6 5 27 21

ストレス軽減 4 1 4 4

楽しかった・良い経験 64 43 135 114

継続・努力 30 14 24 15

コロナ 96 58 96 76

集団・仲間・協力 61 37 104 80

指導法 24 11 19 18
友達 46 40 61 58

単位（人）

男子学生 女子学生
表3．学生の感想文において多くみられた言葉
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ていたか考察したい。 
 表 3 は、学生の感想文で、多くみられた言葉をま

とめたものである。学生全体としては、「体育」の授

業を通して、「達成感・一体感」、「コロナ」といった

言葉が多くみられた。COVID-19 が流行している中、

参加した学生同士、体育祭へ向けて体操を一生懸命

に練習し、本番で発表できたことは、皆で 1 つのこ

とを成し遂げた達成感があったようである。男子学

生は、「体力向上・健康」といった言葉が多くみられ

た。学生は、COVID-19 の影響で、家で閉じこもる

ことが多く、運動不足や生活習慣の乱れから体力低

下を感じていた。しかし、「体育」の授業を通して、

運動習慣ができ、あらためて運動や健康の大切さを

認識していた。男子学生の体操は、強壮性を高める演

目である。山田ら 3）4）の報告によると、男子学生を

対象に「体育」授業前後で体力要素の変化を調べたと

ころ、上体起こし、背筋力といった体幹部の筋力向上

が示唆された。男子学生の感想文に、「腕立てや腹筋

などが鍛えられてこの授業を行う前より体力も筋力

もついたなと感じました。」といった記述が多くみら

れたことからも、短期間の練習においても身体的な

変化を感じられた男子学生が多くいた。一方、女子学

生は、「不安」、「楽しかった・良い経験」といった言

葉が多かった。「不安」の要素としては、「初めて大学

へ行く」、「初めて友達に会う」といった環境的な面

と、「体操が上手くできるか」といった体操の技術的

な面といった内容であった。最初は、慣れていない体

操練習で緊張していたが、徐々に笑顔が増え、充実し

た時間を過ごせたようである。さらに、大学 1 年生

は、「友達」といった言葉が、男子学生、女子学生と

もに多くみられた。巻末に掲載した資料 1 と資料 2
は、大学 1 年生の感想文の一部を引用したものであ

る。やはり、4 月から遠隔授業が始まり、画面上でし

か友達と話すことが出来ず、寂しさや孤独感を感じ

ていた新入生が多くいたようである。今回、「体育」

の授業で友達に会うことができ、大学へ入学した実

感や幸福感を感じている様子がみられた。僅かな期

間であったが、新入生にとって対面での実技授業は、

大きな価値があったようである。 
 今回、体育祭集中練習から体育祭を運営する中で、

あらためて対面授業の大切さを実感することができ

た。教師と学生が、同じ場所でお互いに体を動かしな

がら対話することは、体育教育においてなくてはな

らない要素である。学生が、1 つの目標である体育祭

へ向かい、集団で体操の動きを磨きながら、人間関係

を築いていく。また、教職を目指す学生にとって、体

育祭を実施する意味 5）を感じられた行事であったの

ではないか。オレロップ創立 100 周年の年で記念行

事は中止となる中、COVID-19 流行下でも体育祭が

開催できたことに大きな意義があろう。次年度も、今

回実施したような授業形態や感染症対策を基本とし、

「健」の教育的価値を忘れずに「体育」授業を実践し

ていきたい。 
 
 
謝謝辞辞  
今年度の「体育」授業は、例年よりも練習回数が増え

ただけでなく、準備の段階から様々な面において苦

労があった。そのよう環境下においても、お手伝いい

ただいた非常勤講師の三橋先生、上田先生、補助学生

の体育専攻 3 年生、4 年生、感染予防対策に奔走して

いただいた事務職員の方、さらには慣れない環境下

で体操練習や感染症対策に協力してくれた参加学生

など、体育祭に携わった多くの人のおかげで、

COVID-19 の感染者を 1 人も出すことなく、無事に

終えることができた。皆さんにこの場を借りて深く

感謝したい。 

全体 1年生 全体 1年生

体力向上・健康 96 56 56 40

達成感・一体感 59 36 53 40

不安 27 12 71 55

緊張 26 20 33 30

感謝 27 20 14 8

コミュニケーション 6 5 27 21

ストレス軽減 4 1 4 4

楽しかった・良い経験 64 43 135 114

継続・努力 30 14 24 15

コロナ 96 58 96 76

集団・仲間・協力 61 37 104 80

指導法 24 11 19 18
友達 46 40 61 58

単位（人）

男子学生 女子学生
表3．学生の感想文において多くみられた言葉
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